
 

 

「卒業生を送る会」にて在校生から感謝のメッセージを受け取る６年生 

3 月 12 日（火）3 校時、2 号館大ホールにて、「卒業生を送る会」が開催されました。コロナ禍を超

えて、5 年ぶりの「卒業生を送る会」でした。 

本会は全校児童が参加して行われました。最初に 2～5 年生が入場完

了した段階から、会場の子どもたちは、卒業生への感謝の気持ちを表そ

うという気持ちにあふれ、気持ちが高ぶっておりました。 

開始時間となり、大きな拍手とともに卒業生が入場。大きな花のアー

チは 5 本。この色とりどりの巨大アーチは、5 年生がここ数日間で作っ

た労作でした。 

開会のあいさつは、児童会書記の堀さんでした。卒業生へのねぎらい

にあふれていました。「皆さん

の楽しそうな様子、真剣な眼

差し、最高学年として私たち

をリードしてくださる姿は忘

れることができません」と述

べていました。 

その後は、卒業生へのメッ

セージタイム。1 年生から 5

年生まで、卒業する 6 年生に向けて、各学年が練りに練ったメ

ッセージでした。1 年生は「ヤングマン（Ｙ.Ｍ.Ｃ.Ａ.）」、2 年

生は「365 日の紙飛行機」、

3 年生は「おもいでのアルバム」＋ランドセルパフォーマンス、4 年

生はダンス＋チアダンス、5 年生は「ふるさと」斉唱。各学年すべて

が 6 年生への感謝にあふれ、趣向を凝らした出し物でした。 

元気のよい 1 年生の歌と踊りから

スタートしました。2 年生はしっと

りと歌い上げ、最後に 3 機の大きな

紙飛行機が登場し、壇上の 6 年生に

まで飛んでいきました。巨大紙飛行

機には、2 年生一人一人が書いたメッセージが貼られていました。紙

飛行機に載せたメッセージが 6 年生のもとに伝えられました。 

3 年生は、「6 年間を思い出してご

らん、あんなこと、こんなこと、あ

ったでしょ」と“はつ小バージョン”を歌い上げ、最後はランドセル隊

が登場し、ランドセルの蓋を開けると「ご卒業おめでとうございま

す！」の文字が飛び出しました。4 年生は、ダンスとチアダンスの組み

合わせでした。圧巻は男子チームに

よるチアダンス隊。ピンクのポンポ

ンを振り回し、勇敢に踊る姿に笑い

と愛くるしさが炸裂していました。 

5 年生は、「ふるさと」の斉唱でした。「皆さんにとって、はつしば

学園小学校が心のふるさとになるよう歌を贈ります！」と述べて始ま

り、美しい斉唱にすっかり酔わせてくれました。最後の挨拶には「私

たちが先頭に立って、よりよいはつしば学園小学校をつくっていきま
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す！」という頼もしい言葉がありました。「はつ小バトン」が 6 年生から 5 年生に渡った瞬間でした。 

卒業生のあいさつは、伊藤(穂)くん。「ぼくたちは中学校に行っても頑張ります！」と宣言していました。

閉会のあいさつは、児童会副会長の藤間さんでした。「ここにいるみんなが 1 歩踏み出すための、大切な

お別れです！」と述べていました。私たち教職員は、卒業生の皆さんと、感謝を述べる在校生の皆さんと

のやりとりに深く

感動しておりまし

た。私たちは、皆

さん全員のことを

大いに誇りに思っ

ています。明日は、

いよいよ卒業式で

す。 

 

虹の階段下、児童会の挨拶応援への感謝のお手紙をいただきました 

3 月 13 日（水）の朝、虹の階段下で、ある保護者の方から、お手紙を受け取りました。以下に記しま

す。 

あいさつ隊の皆さんへ 

初めてお手紙を書きます。私は、昨年、はつ小の 1 年生になったばかりの男の子のお母さんです。初め

てはつ小に通うと決まった時、うちの子は、不安でいっぱいの表情をしていました。きっと、ワクワク楽

しみだなあと思う気持ちもあったけれど、それよりも「これからどうなるんだろう、お友達はできるのか

な？？」と、不安に思う気持ちの方が、大きかったのだろうと思います。 

通い始めて数日後、「ママ、手をつないで教室の近くまでついてきて」と、何度か頼まれたことを覚え

ています。その後、20 回くらいかなあ、一緒に、虹の階段まで手をつないで歩いたこともありました。

そんな子どもにとって、虹の階段を渡ってすぐ、先生や上級生のお兄さん、お姉さん、たくさんの方々か

ら元気いっぱいの挨拶を身体中に浴びて見守られていると、なんだか子どもに少しずつ、勇気を与えてい

ただけたような、そんな気がしていたのです。1 日 1 日が少しの勇気でも、それを毎日、雨の日も、風の

日も、寒い冬の雪の日も。元気いっぱいの挨拶に囲まれて、いつのまにか子どもは、自分の足で、一生懸

命学校に向かうことができるようになっていました。その姿がとても楽しそうで。毎日たくさんのワクワ

クを胸に学校へ向かう子どもを見て、私はとても安心して、毎日「いってらっしゃい」と、笑顔で送り出

せるようになりました。 

いつもいつも、先生方や、挨拶をしてくださるみなさんに感謝の気持ちでいっぱいだったけれど、私た

ち保護者は、送迎の車に乗っているので、虹の階段の目の前で降

りて感謝をお伝えすることができず、心にいつもその気持ちを留

めたまま、お伝えすることができなかったので、こうして筆をと

らせていただきました。 

同じ児童さんであるにもかかわらず、毎朝毎日、きっとお疲れ

の日や、大変な日もあったでしょうに……、6 年生の児童さんも

いらっしゃったと聞いております。きっと想像もできないくらい

多忙な毎日の中、あの場に立ち続けてくださっていたのだろうと

拝察いたします。 

みなさま、率先して子どもたちにたくさんの笑顔を灯してくだ

さり、本当にありがとうございました。 

また、最後になりましたが、先生方におかれましても、ご多忙

の中、いつも素敵なご挨拶で迎えていただき、また、子どもたち

の笑顔をお見守りいただき、ありがとうございます。 

このお手紙に、どうか先生方、毎日元気いっぱいの声でご挨拶

をしてくださった児童のみなさんに届きますように。 

はつ小保護者より 

左と中は、迫力ある踊りを見せた 4年生のダンス隊＋チアダンス隊。右は、5年生の美しい斉唱。     

 

 

校長による「応援ありがとう！」ポスター 

 

 


